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東
教
育
財
団
で
は
、
大
阪
市
中
央
区

内
の
学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
の

育
成
と
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す

る
た
め
、
学
校
教
育
活
動
並
び
に
社
会

教
育
団
体
等
が
行
う
社
会
教
育
活
動
、

生
涯
学
習
活
動
及
び
地
域
文
化
・
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

令
和
四
年
度
ま
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
措
置
等
に

よ
り
助
成
対
象
事
業
を
中
止
又
は
変

更
し
、
助
成
金
の
返
還
を
申
し
出
る
団

体
が
あ
り
ま
し
た
が
、
五
年
度
は
、
こ

の
よ
う
な
団
体
は
な
く
、
昨
年
四
月
の

助
成
決
定
の
と
お
り
、
七
九
件
、
総
額

一
、
四
九
〇
万
七
千
円
の
助
成
を
行
い

ま
し
た
。 

 

助
成
金
の
種
別
ご
と
の
助
成
件

数
・
金
額
、
助
成
対
象
事
業
の
具
体
例

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  

   

    

 

 

  

中
央
区
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
及
び
中

学
校
に
対
し
て
、
二
一
件
、
総
額
五
八
六

万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
地
域
の
未
就
園
児
と
の 

 
 
 
 

 
交
流
活
動
に
関
す
る
事
業
」 

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

中
大
江
幼
稚
園
で
は
、
地
域
の
未
就
園

児
や
そ
の
保
護
者
が
在
園
児
と
交
流
す
る

こ
と
で
、
在
園
児
に
は
優
し
さ
や
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
育
み
、
保
護
者
に
は
幼
稚

園
の
雰
囲
気
や
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
園
庭
を
開
放
し
、
プ
ー
ル
で

の
水
遊
び
や
運
動
会
ご
っ
こ
な
ど
未
就
園

児
や
保
護
者
が
在
園
児
と
触
れ
合
っ
て
遊

ぶ
「
な
か
よ
し
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
助
成
額
二
〇
万
円
）  

 
 
 
 

 

「
豊
か
な
心
を
育
む 

行
事
に
関
わ
る
活
動
」 

 

            

桃
園
幼
稚
園
で
は
、
相
手
を
思
い
や
る

気
持
ち
や
命
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら 

 

 

    

う
な
ど
豊
か
な
心
が
育
む
よ
う
、
園
庭

で
の
雪
遊
び
な
ど
季
節
ご
と
の
遊
び

や
、
畑
や
花
壇
に
季
節
の
草
花
や
野
菜

を
植
え
育
て
る
取
組
、
習
字
の
基
礎
を

体
験
す
る
書
道
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

「
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
」 

 
 

       

 

玉
造
小
学
校
で
は
、
創
立
一
五
〇
周

年
を
記
念
し
て
、
学
校
の
一
五
〇
年
の

歩
み
や
現
況
に
加
え
て
、
玉
造
地
域
の

歴
史
や
地
域
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど

も
掲
載
し
た
記
念
誌
を
作
成
し
、
全
校

児
童
に
配
付
し
ま
し
た
。 

  

（
助
成
額
四
五
万
円
） 

 

発 行 所 

公 益 財 団 法 人 

東 教 育 財 団 

大阪市中央区南本町 

２丁目２番 1 1 号 

堺筋本町西尾ビル６階 

電話06（ 6262 ）7363 

発行責任者  北井保行 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

令
和
五
年
度
に
助
成
し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す 

（蕪の収穫風景） 

（「なかよしデー」での玉入れ風景） 



 
 （２） 

  
社
会
教
育
団
体
に
対
し
て
、
一
〇
件
、総

額
二
九
五
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
事
業
」 

            

中
央
区
母
と
子
の
共
励
会
で
は
、「
高
野

山
供
養
塔
参
拝
」
を
実
施
し
た
ほ
か
、
都

会
育
ち
の
子
ど
も
達
に
収
穫
体
験
事
業
と

し
て
、「
芋
ほ
り
体
験
」
や
「
い
ち
ご
狩
り

体
験
」、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で

き
る
事
業
と
し
て
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
が
親
睦
を
深

め
、
共
に
悩
み
を
相
談
し
、
情
報
交
換
等

を
行
う
た
め
の
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。 

  

（
助
成
額
二
五
万
円
）    

 
 
 
 
 

 

         
  

  

 

生
涯
学
習
団
体
に
対
し
て
、
五
件
、

総
額
五
〇
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。 

「
中
大
江
小
学
校 

生
涯
学
習
ル
ー
ム
事
業
」 

 

中
大
江
小
学
校
生
涯
学
習
ル
ー
ム
運

営
委
員
会
で
は
、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
」、「
や
さ
し
い
習
字
」、「
チ
ョ

ー
ク
ア
ー
ト
」
等
八
講
座
を
開
催
し
、

高
齢
者
を
含
む
大
人
も
子
ど
も
も
共
に

学
び
、
交
流
を
深
め
る
た
め
の
場
を
提

供
し
ま
し
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 

 

 

                          

  

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
の
振
興
に
寄

与
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、
二

八
件
、
総
額
三
五
九
万
七
千
円
の
助
成
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

  

         

船
場
博
覧
会
実
行
委
員
会
で
は
、
船
場

の
魅
力
を
伝
え
、
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、「
船
場
博
覧
会
二

〇
二
三
」
お
よ
び
「
春
の
船
場
博
覧
会
二

〇
二
四
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
船
場
博

覧
会
二
〇
二
三
」（
十
一
月
十
六
～
二
三 

 

          

  

日
開
催
）
で
は
、
芝
川
ビ
ル
な
ど
北
船

場
各
所
を
会
場
に
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア

ー
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。「
春
の
船
場

博
覧
会
二
〇
二
四
」
で
は
、
船
場
の
旧

家
に
残
る
立
派
な
雛
飾
り
を
芝
川
ビ
ル

な
ど
近
代
建
築
に
展
示
す
る
と
と
も

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
ま

し
た
。  

 
 
 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

「
中
央
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
上
映
会
」 

              

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
年

齢
や
障
が
い
の
有
無
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
の
人
が
映
画
を
楽
し
め
る
よ
う
、
副 

 
 

    
 

 

            

生
涯
学
習
事
業
助
成 

「
船
場
博
覧
会
二
〇
二
三
」
お
よ
び 

「
春
の
船
場
博
覧
会
二
〇
二
四
」 

 

地
域
文
化
事
業
助
成 

社
会
教
育
事
業
助
成 

（「フラワーアレンジメント」講座風景） 

（芋ほり体験風景） 

（おひなさま展風景） 



   
 

（３）  

音
声
の
音
声
ガ
イ
ド
と
字
幕
付
き
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
映
画
「
さ
か
な
の
こ
」
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
後

方
で
は
、
中
央
区
内
の
障
が
い
者
支
援
団

体
四
事
業
所
の
紹
介
ブ
ー
ス
を
設
け
、
障

が
い
者
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 

 
（
助
成
額
十
二
万
円
）           

 

「
ｅ―

よ
こ
逍
遥
二
〇
二
三
＆ 

ｅ―

よ
こ
ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」 

              

東
横
堀
川
水
辺
再
生
協
議
会
で
は
、
一

年
を
通
じ
て
、
東
横
堀
川
界
隈
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
老
舗
等
と
協
力
し
歴
史
や
文

化
、
自
然
体
験
な
ど
様
々
な
魅
力
を
楽
し 

 
 
 
 
  

 

 

               

 

  

  

む
イ
ベ
ン
ト
「
ｅ―

よ
こ
逍
遥
」
や
、
ま

ち
に
ゆ
か
り
の
講
師
を
招
き
地
域
の

様
々
な
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
「
ｅ―

よ
こ
ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

 

 

中
央
区
内
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
振

興
に
寄
与
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
対

し
て
、
一
五
件
、
総
額
二
〇
〇
万
円
の

助
成
を
行
い
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
事
業
「
い
き
い
き
教
室
」 

           

  

開
平
校
下
東
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
住
民
の
交
流
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、「
い
き
い
き
教
室
」
と
し
て
、

コ
ー
ラ
ス
、
日
舞
、
茶
道
、
着
付
け
の
各

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
教
室

の
活
動
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
七
月
に

「
あ
さ
が
お
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

 

「
第
一
七
回
南
大
江
地
域
文
化
祭 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」 

              

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
で
は
、
南
大
江

地
域
住
民
の
親
睦
を
図
り
、
世
代
間
交
流

と
地
域
文
化
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
十
二 

  

月
三
日
に
南
大
江
小
学
校
で
第
一
七
回

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
を
開
催
し
、
絵

画
・
書
道
・
手
芸
等
の
作
品
展
示
と
、

コ
ー
ラ
ス
・
楽
器
演
奏
・
チ
ア
ダ
ン
ス
・

民
謡
踊
り
等
の
舞
台
発
表
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 
 

  

（
助
成
額
十
三
万
円
）  

  

 

冨
樫
龍
健 

相
談
役 

七
月
四
日
ご
逝
去 

平
成
九
年
か
ら
令
和
五
年
ま
で

理
事
、
こ
の
間
、
会
計
理
事
通
算
十

三
年
、
審
査
理
事
四
年
務
め
ら
れ
、

理
事
退
任
後
は
相
談
役
に
就
任 

橋
本
英
男 

会
計
理
事 

八
月
二
七
日
ご
逝
去 

平
成
十
九
年
か
ら
二
七
年
ま
で

評
議
員
、
二
七
年
か
ら
理
事
、
令
和

五
年
か
ら
は
会
計
理
事
に
就
任 

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。 

              

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

訃 

報 
（「橋と水辺と建築と」講座風景） 

講 座 風 景 ） 



                             

  
   

秀
吉
が
築
城
し
、
淀
殿
、
秀
頼
の
居
城

と
な
っ
て
い
た
豪
華
絢
爛
な
大
坂
城
は

「
大
坂
冬
の
陣
」「
大
坂
夏
の
陣
」
で
落
城

し
豊
臣
家
も
滅
亡
す
る
。
そ
の
後
、
幕
府

直
轄
の
天
領
と
な
っ
た
大
坂
城
は
二
代
将

軍
徳
川
秀
忠
に
よ
り
九
年
を
要
し
て
徳
川

の
大
坂
城
が
再
建
さ
れ
た
（
大
阪
の
市
民

は
現
在
の
大
阪
城
を
太
閤
秀
吉
が
築
城
し

た
と
思
い
込
ん
で 

い
る
人
が
大
半
と 

思
う
）。 

さ
て
、
大
坂
城 

は
徳
川
将
軍
か
ら 

任
命
さ
れ
た
譜
代 

大
名
が
城
代
を
務 

め
西
国
を
統
治
し 

た
（
一
時
、
家
光
、 

家
茂
、
慶
喜
も
居 

城
し
て
い
た
）。 

天
領
と
な
っ
た
大 

坂
は
元
和
五
年
（ 

一
六
一
九
）
城
下 

京
橋
口
に
東
町
、 

西
町
の
二
奉
行
が 

設
置
さ
れ
月
替
わ 

り
で
執
務
し
た
。 

し
か
し
、
東
西
両 

奉
行
は
享
保
九
年 

 

   （
一
七
二
四
）
三
月
の
大
火
（
享
保
の

大
火
・
妙
知
焼
け
）
で
焼
失
し
た
こ

と
に
よ
り
、
危
険
回
避
の
た
め
西
町

奉
行
所
を
東
横
堀
川
本
町
橋
際
の
御

塩
噌
蔵
跡
に
再
建
し
、（
図
① 

参
照
）

警
務
、
裁
判
を
司
る
よ
う
に
な
っ
た
。

西
町
奉
行
所
は
大
政
奉
還
後
、
明
治

維
新
に
入
っ
て
大
阪
鎮
台
営
所
か
ら 

大
阪
裁
判
所

と
な
り
、
明
治

元
年
（
一
八
六

八
）
五
月
に
は

大
阪
府
庁
と

な
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
府
庁

舎
も
手
狭
に

な
っ
た
た
め

明
治
七
年
（
一

八
七
四
）
に
は

西
区
江
之
子

島
に
移
転
し
、

明
治
八
年
（
一

八
七
五
）
こ
こ

に
大
阪
博
物

場
が
開
設
さ

れ
た
。
（
図
② 

参
照
）
大
阪
博 

物
場
は
そ
の
後
、 

             

 

 
 

 

 

明
治
十
二
年
（
一 

八
七
九
）
に
公
立 

大
阪
博
物
場
、
明 

治
十
七
年
（
一
八 

八
四
）
に
府
立
博 

物
場
と
名
称
を
変 

え
、
同
年
十
一
月 

に
本
格
的
な
動
物 

展
示
場
の
付
属
動 

物
檻
を
設
置
拡
充 

し
た
。
こ
の
本
格 

的
な
動
物
舎
が
で 

き
る
以
前
の
明
治 

十
五
年
（
一
八
八 

二
）
に
東
京
博
物 

館
か
ら
ス
イ
ギ
ュ 

ウ
を
借
受
け
、
ヒ 

ツ
ジ
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
タ
ヌ
キ
、
ク

マ
、
カ
モ
、
ア
ヒ
ル
、
オ
シ
ド
リ
、
コ
ガ

モ
、
ツ
ル
、
ク
ジ
ャ
ク
、
ハ
ト
、
イ
ン
コ
、

フ
ク
ロ
ウ
、
タ
カ
、
ワ
シ
な
ど
八
〇
～
九

〇
点
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は
外
国

産
の
動
物
は
少
な
く
、
日
本
産
動
物
を
中

心
に
収
集
展
示
し
て
い
た
。
住
友
家
で
は

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
に
須
磨

別
邸
で
飼
育
し
て
い
た
ガ
ン
、
ハ
ク
チ
ョ

ウ
、
オ
シ
ド
リ
、
ア
ヒ
ル
を
府
立
大
阪
博

物
場
に
寄
付
し
た
と
記
録
が
残
っ
て
お

り
、
ま
た
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）

二
月
、
住
友
家
茶
臼
山
別
邸
で
飼
育
の
タ

ン
チ
ョ
ウ
一
羽
を
府
立
大
阪
博
物
場
に

寄
付
と
記
録
が
あ
る
。 

 

 

 

   

 

 

                 

な
お
、
博
物
場
で
は
明
治
三
五
年
（
一

九
〇
二
）
に
翌
年
三
月
か
ら
始
ま
る
内
国

勧
業
博
覧
会
を
見
越
し
て
動
物
展
示
の
拡

充
予
算
を
計
上
し
、
内
国
勧
業
博
覧
会
終

了
後
、
博
覧
会
で
展
示
し
て
い
た
余
興
動

物
園
の
殆
ど
を
買
い
取
り
内
容
の
充
実
を

図
っ
た
。
余
興
動
物
園
に
は
ゾ
ウ
、
ト
ラ
、

ヒ
ョ
ウ
、
ク
マ
、
オ
オ
ト
カ
ゲ
、
ヤ
マ
ア

ラ
シ
、
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
、
ワ
ニ
な
ど
外
国

産
の
動
物
が
特
色
で
博
物
場
付
属
動
物
檻

が
飛
躍
的
に
充
実
し
人
気
を
呼
ん
だ
。 

     

元 

天
王
寺
動
物
園
長  

中 

川  

哲 

男 

（
獣
医
師
・
学
芸
員
） 

     

 

（４） 

「大
坂
・西
町
奉
行
所
と
府
立
大
阪
博
物
場 

図 ② 

 

そ
し
て
住
友
家
の
か
か
わ
り
」（前
編
） 

東町奉行所 

 

西町奉行所 

 

図 ① 

 

府立大阪博物場  

 

（
次
号 

後
編 

に
つ
づ
く
） 


